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みんなで手をつなぎ、子どもや

子育て家庭を大切にする地域づくり

（１）子育て支援サービスの推進

（２）子育てを支援する人材・団体の育成

（３）保育サービスの充実

（４）仕事と子育ての両立の推進

次代を担う子どもの

豊かな心と生きる力を育む

（１）児童の健全育成～放課後児童対策の推進～

（２）家庭や地域の教育力の向上

（３）子どもの生きる力の育成に向けた教育環境

　　等の整備

安心して子どもを生み育てることが

できる環境の整備

（１）子どもを持ちたい方への支援

（２）妊娠・出産に関する安全性、快適さの確保

（３）子どもと親の健康の確保

（４）子どもの安全・安心の確保

（５）安全・安心なまちづくりの推進

子どもを尊重し、子どもが夢を

持って暮らせるまちづくり

（１）子どもの権利に関する住民の意識の醸成

（２）児童虐待防止対策の充実

「笑顔でつながるまち」を目指して
第２期東栄町子ども・子育て支援事業計画

●問い合わせ先　住民福祉課　☎７６－０５０３

　子育ての喜びを地域社会全体で実感し、笑顔でつなが

るまちづくりをめざします。

　子育てを家庭、学校、行政、地域が一緒になって「みんな

で支えていく」中で、子どもたちは家族の大切さや地域で

の人とのつながりを実感し、東栄町への思いを深めながら、

次代の担い手となっていけるようにします。

基本理念

4つの基本目標

あしたのとうえいっ子計画

～笑顔でつながるまちとうえい～

子どもは次代を担うかけがえのない宝物であり、これからのまちをつくる貴重な存在です。

子どもが安心して育つことができる環境や、親が安心して子どもを生み、育てることのできる環境をつくり、

子どもや子育て家庭にとってより一層暮らしやすいまちとなることを目指し、

第２期東栄町子ども・子育て支援事業計画（令和２年度～６年度）を策定しました。

各分野が連携し、切れ目のない支援ができる

まちづくりをめざします。

子どもたちが自己肯定感を高め、たくましく

成長するための施策を充実していきます。

子どもや子育て家庭が安全に安心して暮らせる

まちづくりを推進していきます。 子ども一人ひとりを尊重し、それぞれの夢の

実現に向け主体的にたくましく生きる力を育

みながら成長できる環境づくりをめざします。
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保育 教育

母子

保健

保育 教育

母子

保健

どこに相談

したらいいの？

東栄町子育て世代

包括支援センター

・延長保育事業

　多様なニーズに対応し、保育園において延長保育を実施しています。

・地域子育て支援拠点事業!（子育て支援センター「にこにこ広場」）

　乳幼児親子が気軽に集える場を提供し、親子の交流や子育て教室、

　育児相談などを実施して、子育て家庭をサポートしています。

・ファミリーサポート（一時預かり）、!病児・緊急対応強化事業

　急な用事の時などにでも保育の対応ができるよう、育児の援助を受けたい方と援助をしてくださる方を会員として、

　会員同士で子どもを預けることができるサービスの実施や、病児・緊急対応強化事業を検討していきます。

地域の保育事業

放課後児童健全育成事業

・乳児家庭全戸訪問事業

　乳児の発達状況の確認や母親の産後の体調・育児状況などを把握するため、保健師による訪問を実施しています。

・養育支援訪問事業

　養育支援が必要な０～５歳児に対して、保健師による訪問支援を実施しています。

・妊婦健診

　全国の病院での妊婦検診に対して、町で助成を行っています。

・利用者支援（総合窓口の設置）

　妊娠期から子育て期にわたるまでの切れ目ない相談・支援体制を強化するため、子育て支援センター「にこにこ広場」

　に東栄町子育て世代包括支援センターを開設し、保育士・保健師等の専門職を配置して、子育て支援に関する情報提

　供や相談・コーディネートを行います。令和２年１０月からの開始を予定しています。

健康にかかわる保育事業

・放課後児童クラブ

　小学生が放課後や長期休暇に安心して過ごせる環境を提供しています。

様々な情報がバラバラ 様々な情報を一元管理

にこにこ広場

放課後児童クラブ



志多らのメンバーがお見送り 金田愛叶さん（右から２番目）

受賞者の皆さん

村上町長（左）と初澤会長（右）
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　バスで地元食材のコース料理を味わいながら、産地を巡

る「東三河レストランバス」の東栄・豊根コースが、３月２６

日（木）～２９日（日）までの４日間、運行されました。 合計

８５名が参加。 町内では、志多らの演奏や手作りコスメ体

験「naori」などを楽しんでいただきました。

東三河レストランバスが運行

TOWN TOPICS
まちの話題

まなと

　この４月から、自衛隊に入隊する金田愛叶さん（粟代）の

激励会を、３月１９日（木）に東栄町役場で開催しました。

　町長は「地域の皆様から信頼される自衛官を目指して頑

張ってください。」と激励。 金田さんは、今後の入隊への意

気込みを語りました。

　入隊後は、陸上自衛隊の候補生として、豊川自衛隊へ配

属されるそうです。 金田さんが立派な自衛官として活躍

されることを期待します。

自衛隊入隊者激励会レストランが走り出す

　町と東栄町社会福祉協議会は、３月３０日（月）、「東栄町

災害ボランティアセンターの設置及び運営に関する協定

書」を締結しました。 これは、大規模な災害時に住民の生活

再建に取り組むためのものです。

　町の地域防災計画には「災害ボランティアセンター」の

設置、運営を定めており、その実効性を高めるため、取り決

めやそれぞれの役割を明確化したものです。 町長は、「今

後、当町が被災した際、円滑に災害ボランティアセンター

を設置・運営できるよう、連携して取り組んでいきたい。」

と話しました。

社会福祉協議会と協定を締結
災害ボランティアセンターの設置と運営

　令和元年度東栄町消防表彰伝達式が３月３０日（月）、

東栄町役場で行われました。

　消防活動で顕著な功績のあった団員や、長年従事され

た方々、そのご家族に対し、表彰状や感謝状が贈られまし

た。 受賞者を代表し、井筒利明団長が感謝と消防使命達成

への誓いの謝辞を述べました。

消防表彰伝達式
活動の功績を称える



ローラーで転圧して整地 バケツで放流する組合員ら

東栄小学校入学式

とうえい保育園入園式
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　地元建設会社の田中組が、４月９日（木）に東栄中学校

の、４月１０日（金）に東栄小学校のグラウンドとテニスコ

ートの整備をボランティアで行いました。 今年から保育園

のグラウンド整備も行うそうです。 工事課の夏目さんは、

「子どもたちに、気持ちよく外で遊んでもらえたら。」 と話

しました。

㈱田中組が小中学校のグラウンドを整備

　４月６日（月）に東栄小学校、４月８日（水）にとうえい保

育園で、入学式・入園式が行われました。 小学校では新入

生１９名、保育園では新入園児１６名の新しい友達を迎え、

新年度をスタートさせました。

入園・入学おめでとう

　５月１６日（土）に鮎釣りが解禁されるのを前に、振草川

漁業協同組合は稚鮎の放流を行いました。バケツやホース

を使って、本流と支流の各所に合計１.５トンの鮎の稚魚を

放しました。 毎年、より良い鮎が育つようにと試行錯誤し、

稚鮎の選定を行っているそうです。 組合員は「多くの釣り客

に足を運んでもらい、楽しんでもらえれば。」 と話しました。

稚鮎を放流
鮎釣り解禁を前に地域貢献で奉仕整備
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税
務
会
計
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資
産
税
係

鷹
氏
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理
子

た
か
う
じ
　
ま
り
こ

生まれ育った大切な町のみなさま

のお役に立てるよう励んでいきた

いと思います。まだ、わからない

こともたくさんありますが、よろ

しくお願いします。

この春、新たに配属されたフレッシュな皆さんを紹介します

東栄町森林組合

㈲鈴信組

委託

委託

業種

12,300

11,000

23,300

12,712

11,600

横見処理場立木伐採・搬出・運搬業務

横見処理場伐採に伴う枝葉・運搬・処理業務

工　事　名　等令和元年度
3月の
入札結果

計

業者名等 落札金額【千円】 予定価格【千円】

※税抜き

総
務
課 

財
政
係

神
谷
純
平

か
み
や
　
じ
ゅ
ん
ぺ
い

前職では全国を転勤していました

が、自然豊かな東栄町に魅力を感

じ、奥三河に帰ってきました。ま

だまだ至らない点がありますが、

よく学び、よく働き、町民の皆様

のお役に立てるように頑張ります。

総
務
課 

行
政
係

木
元
冴
香

き
も
と
　
さ
え
か

出身は福岡です。まだ東栄町につ

いて分からない事が多いですが、

少しずつ仕事も町の事も覚えてい

けるようにします。これからは役

場職員の一人として、住民の方々

に慕われるようになりたいです。

事
業
課 

土
木
係

内
藤
由
貴
子

な
い
と
う
　
ゆ
き
こ

高校から家を離れ９年、やっと東

栄町に帰ってくることができまし

た。伝統ある花祭りがずっと伝わ

り、様々な植物が生えている、こ

の素敵な東栄町のために、これか

ら精いっぱい頑張っていきたいで

す。至らないところもあるかと思

いますが、よろしくお願いします。

経
済
課 

商
工
係

岩
﨑
心
人

い
わ
さ
き
　
は
あ
と

愛知県岡崎市出身、滋賀県彦根市

より参りました。町民の皆様のよ

り良い暮らしのため、一日でも早

く慣れ、出来ることを増やしてい

きたいと思います。一生懸命頑張

りますのでよろしくお願い致しま

す。

住
民
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

服
部
天
辰

は
っ
と
り
　
て
ん
じ
ん

大学時代授業で花祭を知ったこと

がきっかけで、東栄町についてよ

り深く知りたいと思い、名古屋市

から参りました。少しでも早く東

栄町の一員として顔を覚えてもら

い町民の皆様のため貢献できるよ

うに頑張ります。よろしくお願い

します。

と
う
え
い
保
育
園 

保
育
士

高
原
　
瞳

た
か
は
ら
　
ひ
と
み

木造平屋建てのとうえい保育園に一

目惚れし、そして山に囲まれた中で

のびのびと成長できる子どもたちの

保育にわくわくし、携わりたいと思

い東栄町に来ました。また、人生で

本当の田舎に一人暮らしをしてみた

いという夢を叶えることができ、こ

れからの生活がとても楽しみです。

と
う
え
い
保
育
園 

保
育
士

小
林
建
太

こ
ば
や
し
　
け
ん
た

僕は、中部福祉保育医療専門学校

で保育士の資格を取得し、とうえ

い保育園で働くことになりました。

まだまだわからないことばかりで

すが、若さを生かして一生懸命、

頑張っていきたいと思います。

教
育
委
員
会 

教
育
課 

学
校
教
育
係

皆
田
　
優

み
な
た
　
ゆ
う

静岡県浜松市から来ました。職員

として東栄町に貢献するとともに、

自分自身が成長できるよう仕事に

取り組みたいです。わからないこ

とが多く迷惑をおかけすると思い

ますが、よろしくお願いいたしま

す。
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村 松 元 樹

伊藤まり子

長 谷 川 伸

伊 藤 知 幸

伊 藤 ０ 太

原 田 経 美

栗 嶋 賢 司

亀 山 和 正

前 地 忠 和

早 川 史 広

佐 々 木 豊

外 山 雄 介

伊 藤 輝 美

夏 目 佳 樹

杉 山 知 実

藤 田 智 也

鈴 木 真 如

青 山 章

伊 藤 浩 也

岸 知 之

西 勇 哉

市野瀬貴史

堂 地 敦 志

榎 本 哲 也

金 田 千 恵

髙 橋 侑 也

伊 藤 楓

参事（愛知県派遣職員）

会計管理者兼税務会計課長兼出納係長

振興課長兼情報観光係長

地域支援課長

住民福祉課長兼子育て支援センター長兼保健衛生係長

事業課長

教育課長兼学校給食共同調理場長兼学校教育係長

議会事務局長

東栄医療センター事務長

東栄医療センター副センター長

事業課課長補佐兼登記管理係長

税務会計課住民税係長

住民福祉課国保住民係長

住民福祉課社会福祉係長

住民福祉課介護保険係長

経済課農林係長

事業課上下水道係長

教育課社会教育係長

教育課施設担当主任

総務課

税務会計課

振興課

住民福祉課

経済課

事業課

東栄医療センター保健師

愛知県後期高齢者医療広域連合派遣

税務会計課課長補佐兼出納係長

議会事務局長

東栄医療センター事務長

住民福祉課長兼子育て支援センター長兼国保係長

事業課課長補佐兼上下水道係長

教育課長兼学校給食共同調理場長

経済課課長補佐兼農林係長

会計管理者兼税務会計課長

新城市民病院

事業課登記管理係長

東三河広域連合派遣

住民福祉課介護保険係長

愛知県総務局総務部市町村課地域振興室派遣

住民福祉課保健衛生係長

住民福祉課社会福祉係長

税務会計課住民税係長

教育課学校教育係長

北設広域事務組合派遣

地域支援課

振興課

税務会計課

経済課

総務課

東栄医療センター

住民福祉課保健師

総務課兼議会事務局

役
場
職
員
異
動
者
一
覧

退
職
者

令和２年４月１日付

氏　名 現　　　職

加 藤 文 一

伊 藤 久 司

伊 藤 和 枝

林 幸 子

地域支援課長

事業課長

住民福祉課戸籍住民係長

教育課社会教育係長

氏　名 現　　職　　名

前　　　職

黒 釜 孝

大野倭伽菜

藤 田 早 央

原 田 恵

鈴 木 琢 也

総務課

住民福祉課

とうえい保育園

とうえい保育園

東栄医療センター医師

氏　名 現　　職　　名

令和２年３月３１日付

令和2年度 消防団

井 筒 利 明

安 田 慶 正

大 林 勝 敏

尾 崎 淳 平

森 田 泰 史

狭 石 真 則

夏 目 佳 樹

原 田 佑 介

荒 河 光 弘

竹 田 吾 郎

団 長

副団長

副団長

副団長

第１分団

（御殿・振草）

第２分団

（本郷・三輪）

第３分団

（下川・園）

本団役員 正副分団長

正

副

正

副

正

副
◀ 左から
　 大林勝敏、井筒利明、安田慶正、尾崎淳平



問合せ 総務課　　☎７６ ・ ０５０１問合せ 総務課　　☎７６ ・ ０５０１

問合せ 地域支援課　　７６ ・ ０５０４問合せ 議会事務局　　☎７６ ・ ０５０５

まちからのお知らせ
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発電機の購入補助金の
申請受付を開始します！

　災害への備えのために購入する、家庭用発電機

の購入補助金の申請受付を開始します。

　詳しくは町ホームページまたは、各世帯に配布

するチラシをご覧ください。

受付期間

補助対象者

補助対象品目

補 助 率

上 限 額

5月１日（金）～６月30日（火）

町内の事業所で補助対象品目を

購入した町民　※別に要件あり

町内販売事業者で購入した家庭

用発電機（本体）等

見積金額の１／２（原則）

５万円

高齢者交通事故対策/安全運転
支援装置の設置を補助します
　交通事故死者数の５割近くを占める高齢者の

事故防止を図ることを目的に、後付けの安全運転

支援装置（ペダル踏み間違い急発進等抑制装置）

の設置促進のための補助事業を行なっています。

　補助金の申請を希望する方は、町ホームページ

をご覧いただくか、総務課へご相談ください。

補助対象者

補 助 率

上 限 額

65歳以上の運転免許保有者

（※町税未納者を除く）

装置の購入設置にあたって個人が

負担した額の４／５

障害物検知機能付　　

   32,000円

障害物検知機能なし　

   16,000円

とうえい温泉「町民の日」議会の様子を配信します

　今年度もとうえい温泉「町民の日」を実施します。 

　これは、とうえい温泉を利用して町民同士のコ

ミュニケーションを促進するため、高校生以上の

町民であれば年６回、100円でとうえい温泉に入

浴できる機会を設けるものです。

　東栄町議会では動画配信サイト（You Tube

ユーチューブ）により６月議会から一般質問の様

子を動画配信していきます。

議会公式アカウント ・アカウント名

　東栄町議会

※国の補助金と

　あわせて利用できます。

３月議会の様子

利用方法 指定日に温泉の受付付近にある

入浴券と100円を持参

指定日 ６月２９日（月）、７月２７日（月）

９月２８日（月）、１０月２６日（月）

１１月２４日（火）、１２月２１日（月）

皆さん、この機会に、ご家族、

ご近所でお誘いあわせのうえ

とうえい温泉をぜひご利用

ください。
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●問い合わせ先

　東栄町観光まちづくり協会　　☎７６・１７８０

人権相談・行政相談のご案内

　役場では、今年度も人権相談・行政相談を開催します。

　行政相談では、行政・公団等に対する問い合わせを、

人権相談では差別やいやがらせ等の相談を受け付け

ます。

時間

行政相談　

午後１時～３時

人権・行政相談　

午前10時

　　～午後３時

場所　

役場小会議室

行政相談委員　

伊藤  孝（振草）

行政相談

人権・行政相談

行政相談

行政相談

人権・行政相談

行政相談

行政相談

人権・行政相談

行政相談

行政相談

行政相談

 5月18日㈪

 6月 3日㈬

 7月20日㈪

8月17日㈪

 9月 2日㈬

10月19日㈪

11月16日㈪

12月 2日㈬

 1月18日㈪

 2月15日㈪

3月15日㈪



工
業
統
計
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

コ
ウ
ち
ゃ
ん

請
求
に
必
要
な
書
類
等

　

住
民
福
祉
課
窓
口
に
て
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。請
求
書
類
の
ほ
か
、
請
求
さ
れ
る
方
に

応
じ
た
戸
籍
書
類
等
が
必
要
で
す
。｟
請
求
者

の
戸
籍
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日｟
水
｠以
降
に
取

得
し
た
も
の
｠

　

経
済
産
業
省
で
は
、
令
和
２
年
６
月
１

日
現
在
で
「
令
和
２
年
工
業
統
計
調
査
」

を
全
国
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

製
造
業
に
属
す
る
事
業
所
を
対
象
に
行
わ

第
３
回 

世
界
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

競
技
大
会
Ｉ
Ｎ
東
栄

開
催
延
期
の
お
知
ら
せ

雇
用
保
険
の

給
付
を
受
け
る
皆
さ
ま
へ

　

隣
近
所
の
も
め
ご
と
、
家
族
間
の
問
題
、
体

罰
や
い
じ
め
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
、Ｄ

Ｖ
等
で
お
悩
み
の
方
は
、
左
記
人
権
擁
護
委

員
又
は
、
相
談
所
へ
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ

さ
い
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

 

〖
特
設
人
権
相
談
〗

相
談
日　

６
月
３
日｟
水
｠

場　

所　

東
栄
町
役
場　

小
会
議
室

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

〖
人
権
擁
護
委
員
〗

　

清
王　

一
正　
　

渡
津　

陽
子

　

西
田　

明
子　
　

亀
山　

邦
江

　

「
第
20
回
記
念 

第
３
回
世
界
チ
ェ
ン
ソ
ー

ア
ー
ト
競
技
大
会
Ｉ
Ｎ
東
栄
」は
、
今
年
の
５

月
に
開
催
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
て
中
止
と
し
ま

す
。 

来
年
以
降
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、日
程
が
決
ま
り
次
第
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
御
遺
族
で
、
令

和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
や

遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

第
11
回
特
別
弔
慰
金｟
額
面
25
万
円
、
５
年
償

還
の
記
名
国
債
｠が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
御
遺　

族
お
一
人

請
求
期
限　

令
和
５
年
３
月
31
日｟
金
｠ま
で

請
求
窓
口　

東
栄
町
役
場
住
民
福
祉
課

●
問
い
合
わ
せ
先

　

名
古
屋
法
務
局
新
城
支
局

　
　
　

  

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
０
４
３
７

●
問
い
合
わ
せ
先

　

と
う
え
い
宝
の
山
づ
く
り
実
行
委
員
会

 

｟
事
務
局
：
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
東
栄
｠

　
　
　

 　
　
　
　
　

 

☎
７
６
・
１
１
９
９

●
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課　
　
　

☎
７
６
・
０
５
０
３

　

失
業
等
給
付
含
め
雇
用
保
険
の
各
種
申
請

に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
。

今
後
は
、
他
の
行
政
機
関
等
の
間
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
使
用
し
て
情
報
連
携
を
行
う
こ
と

で
、
皆
様
の
利
便
性
の
向
上
や
効
率
的
な
運

営
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
な
り
す
ま
し
防
止
」
等
の
た
め
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
用
い
る
手
続
き
で
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
て
は
番
号
や
身
元
確
認

を
厳
格
に
行
い
、
適
切
な
情
報
管
理
に
努
め

ま
す
。

れ
る
重
要
な
調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
、

国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要

な
基
礎
資
料
と
し
て
使
わ
れ
る
な
ど
、
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
へ
は
、
知

事
が
任
命
し
た
統
計
調
査
員
が
５
月
中
旬

か
ら
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
。

｟
一
部
事
業
所
で
は
経
済
産
業
省
か
ら
直

接
郵
送
で
届
き
ま
す
。
｠

ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
　
　
　

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
１
１
６
０

 

●
問
い
合
わ
せ
先

 

　

経
済
課 

　
　

 

　

 

☎
７
６
・
１
８
１
２

information 暮らしの情報

10

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す 

「
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
」が
支
給
さ
れ
ま
す

工
業
統
計
調
査
に

ご
回
答
く
だ
さ
い

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
ま
ち
の

身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

に
対
し
、
４
月
30
日
｟
木
｠
に
県
税
事
務
所
か

ら
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
県
税
事
務
所
、
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
等
で
自
動
車
税
種
別
割
を
納
め

て
く
だ
さ
い
。｟
納
付
場
所
は
、
納
税
通
知
書

の
裏
面
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。｠

　

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
を
利
用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド｟
決
済
手
数
料
が

か
か
り
ま
す
。｠
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア

プ
リ｟Pa

y
B

｠で
も
納
付
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
名
義
変
更
・
廃
車
な
ど
の
手
続
を

他
の
人
に
依
頼
し
た
自
動
車
に
つ
い
て
、
納

税
通
知
書
が
届
い
た
場
合
は
、
そ
れ
ら
の
手

続
が
３
月
末
日
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
依
頼
先
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
転
居
な
ど
に
よ
り
納
税
通
知
書
が

届
か
な
い
と
き
は
、
管
轄
の
県
税
事
務
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

東
三
河
県
税
事
務
所

　
　
　

  

☎
０
５
３
２
・
３
５
・
６
１
３
０

　

６
月
１
日
｟
月
｠
は
、
自
動
車
税
種
別
割

｟
旧
：
自
動
車
税
｠の
納
期
限
で
す
。

　

４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
お
持
ち
の
方

自
動
車
税
種
別
割
の
納
税
を

お
忘
れ
な
く 

第
20
回
記
念
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て

●
症
状
は

　

発
熱
や
呼
吸
器
症
状
｟
咳
や
呼
吸
困
難
な

ど
｠
が
１
週
間
前
後
続
く
こ
と
が
多
く
、
強

い
だ
る
さ
｟
倦
怠
感
｠
を
訴
え
る
方
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

●
日
々
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

・
運
動
を
し
ま
し
ょ
う

・
食
生
活
、
口
腔
ケ
ア
を
し
っ
か
り
と

・
人
と
の
交
流
を
し
ま
し
ょ
う

免
疫
力
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り

栄
養
を
と
り
、
少
人
数
で
の
散
歩
や
体
操
を

行
い
、
元
気
な
体
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

　

愛
知
県
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
感
染
拡
大
が
続
い
て
い
ま
す
。
一
人
一
人

の
徹
底
し
た
対
策
が
重
要
で
す
。
外
出
す
る

場
合
は
「
３
つ
の
密
」
を
避
け
、
手
洗
い
や

消
毒
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
徹
底
し
、
感
染
予

防
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

う
つ
ら
な
い
、
う
つ
さ
な
い
た
め
に

　

風
邪
や
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と

同
様
に
一
人
一
人
の
手
洗
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
な
ど
の
予
防
対
策
が
と
て
も
重
要
で
す
。

●
手
洗
い

　

ド
ア
ノ
ブ
や
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分

の
手
に
も
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。 

外
出
先
か
ら
の
帰
宅
時
や

調
理
の
前
後
、
食
事
前
な
ど
こ
ま
め
に
手
を

洗
い
ま
し
ょ
う
。

●
「
３
つ
の
密
」
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
❶
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間
、
❷

多
く
の
人
が
集
ま
る
密
集
場
所
、
❸
間
近

で
会
話
や
発
声
を
す
る
密
接
場
面
と
い
う

３
つ
の
条
件
が
同
時
に
重
な
る
場
で
は
、

感
染
を
拡
大
さ
せ
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
外
出
す
る
際
は
「
３

つ
の
密
」
を
避
け
、
室
内
の
換
気
を
こ
ま

め
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
体
調
が
悪
い
と
き
は

　

風
邪
症
状
が
あ
れ
ば
、
外
出
を
控
え
て

い
た
だ
き
、
や
む
を
得
ず
外
出
さ
れ
る
場

合
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

体
調
が
悪
い
と
き
は

●
ま
ず
は
相
談

・
次
の
い
ず
れ
か
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

「
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

｟
１
｠
風
邪
の
症
状
や
３
７
．
５
℃
以
上
の

　
発
熱
が
４
日
程
度
続
い
て
い
る
。

※

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
｟
糖
尿
病
、
心
不
全
、

　
呼
吸
器
疾
患
｟
C
O
P
D
等
｠
｠
の
あ
る
方

　
や
透
析
を
受
け
て
い
る
方
、
妊
娠
し
て
い

　
る
方
は
２
日
程
度

｟
２
｠
強
い
だ
る
さ
｟
倦
怠
感
｠
や
息
苦
し
さ

　
｟
呼
吸
困
難
｠
が
あ
る
。

な
お
、
現
時
点
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
以
外
の
病
気
の
方
が
多
い
状
況
で
あ

り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
心
配
が
あ
る

と
き
に
は
、
通
常
と
同
様
に
、
か
か
り
つ
け

医
な
ど
に
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
所

　

０
５
３
６
・
２
３
・
５
９
９
９

｟平
日 

午
前
9
時
～
午
後
5
時
ま
で
｠

　

※
夜
間
、
土
日
祝

　
　
　

オ
ン
コ
ー
ル

｟
㕲㕴
時
間
｠
体
制

☆
そ
の
他
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
相
談

新
城
保
健
所

　

０
５
３
６
・
２
２
・
２
２
０
３

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

｟平
日
の
み
｠

愛
知
県
健
康
対
策
課
　
感
染
症
グ
ル
ー
プ

　

０
５
２
・
９
５
４
・
６
２
７
２

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
ま
で

｟平
日
・
土
日
祝
含
む
｠

厚
生
労
働
省  

０
１
２
０
・
５
６
・
５
６
５
３

　

午
前
９
時
～
午
後
９
時
ま
で

｟平
日
・
土
日
祝
含
む
｠

※
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
や
電
話
で
の

　

ご
相
談
が
難
し
い
方
は
、

　

F
A
X

｟０
３
・３
５
９
５
・２
７
５
６
｠

　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

広報とうえい  2020.5月号11

健
康
戦
隊

守
る
ン
ジ
ャ
ー

【
役
場
保
健
師
】



小学校

中学校

12

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
の
臨
時
休
業
に
伴
い
、

「
自
主
登
校
教
室
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
３
日
｟
火
｠
か
ら
23
日
｟
月
｠
ま

で
、
図
工
室
と
理
科
室
を
会
場
と
し
、

職
員
が
当
番
制
で
監
督
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　

登
校
後
、
児
童
玄
関
付
近
の
手
洗
い

場
で
う
が
い
・
手
洗
い
を
し
、
検
温
を

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
教
室
に
入
り
今

日
の
自
習
の
計
画
を
考
え
、
用
紙
に
記

入
し
ま
し
た
。
１
時
間
目
か
ら
６
時
間

目
ま
で
、国
語
や
算
数
、図
工
や
体
育

な
ど
、
自
分
が
取
り
組
み
た
い
学
習
を

考
え
、
予
定
を
も
と
に
そ
の
日
の
学
習

を
進
め
ま
し
た
。

　

急
な
出
来
事
で
子
ど
も
た
ち
も
困

惑
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
感
染
症
予
防

や
自
分
で
計
画
を
立
て
る
な
ど
、
新
し

い
力
を
つ
け
る
第
一
歩
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
の
休
校
措
置
が
、
全

国
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
学
校
も
３

月
２
日(

月)

か
ら
臨
時
休
校
に
な
り

ま
し
た
が
、
翌
３
日(

火)

に
は
、
予

定
さ
れ
て
い
た
卒
業
式
を
で
き
る
限

り
の
対
策
を
講
じ
て
行
い
ま
し
た
。

　

次
の
３
月
４
日(

水)

か
ら
23
日

(

月)

ま
で
臨
時
休
校
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
24
日(

火)

に
は
１
・
２
年
生

も
修
了
式
を
行
い
ま
し
た
。
３
学
期

途
中
の
授
業
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
卒
業
式
と
修
了
式
を
行
え
た
東

栄
中
学
校
の
生
徒
た
ち
は
幸
せ
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
間
、
部
活
動
の
練
習

も
大
会
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い

つ
再
開
さ
れ
る
の
か
不
透
明
で
は
あ

り
ま
す
が
、
全
て
の
活
動
が
一
日
も

早
く
元
通
り
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

３
月
２
日
｟
月
｠、
田
口
高
校
第
72
回

卒
業
証
書
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
を
防

ぐ
た
め
、
卒
業
生
、
教
職
員
、
保
護
者
だ

け
の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
科
卒
業
生
｟
20
名
｠
代
表
の
當
山

和
義
君
｟
豊
根
中
出
身
｠
と
林
業
科
卒
業

生｟
22
名
｠代
表
の
原
慎
吾
君｟
設
楽
中
出

身
｠に
、
山
脇
正
成
校
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

卒
業

生
代
表
の
土
屋
琳
さ
ん｟
林
業
科
、
津
具

中
出
身
｠は
答
辞
の
中
で
、
３
年
間
支
え

て
く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や

新
た
な
歩
み
へ
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
以
外
の
来
賓
の

祝
辞
や
在
校
生
代
表
の
送
辞
、
卒
業
の

歌
な
ど
を
や
む
を
得
ず
割
愛
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
田
口
高
校
な
ら
で

は
の
心
の
こ
も
っ
た
思
い
出
深
い
卒
業

式
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
式

答辞をၥむ土屋琳さん 卒業証書が授与されました

௻後のĿŉ�普通科�

௻後のĿŉ

�林業科�

自
主
登
校
教
室

臨
時
休
校

修了式

児童玄関のዻ子

図工室のዻ子



●
優
良
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
の
日
に
、
警
察
署
内
で
30
分

　

程
度
の
講
習
を
受
講
後
交
付

●
一
般
・違
反
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
後
に
指
定
さ
れ
た
講
習
日
で

　

講
習
を
受
講
後
交
付

Å

高
齢
者
運
転
者
講
習
が
お
済
み
の
方
は
、

　

更
新
手
続
き
の
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　

設
楽
警
察
署　

６
２
・
０
１
１
０

免
許
更
新
の
ご
案
内

こ
ち
ら

設
楽
警
察
署

の
る
も
の
か

　
う
ま
い
話
と  

く
ち
ぐ
る
ま

〜
悪
質
商
法
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
〜

　

「
絶
対
に
儲
か
り
ま
す
」
な
ど
と
甘
い
言
葉

で
勧
誘
し
、
未
公
開
株
や
社
債
の
取
引
き
、
フ

ァ
ン
ド
へ
の
出
資
等
の
名
目
で
高
額
な
金
を

振
り
込
ま
せ
、
配
当
が
な
い
ば
か
り
か
、
実
際

に
は
投
資
の
運
用
実
態
す
ら
な
い
と
い
っ
た

詐
欺
的
な
被
害
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
主
婦
を
狙
い
、
家
屋
の
屋

根
等
の
点
検
を
口
実
に
不
要
な
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
を
高
額
で
行
う
点
検
商
法
や
、
不
用
品
回

収
を
謳
っ
て
訪
問
し
、
貴
金
属
な
ど
を
安
値
で

買
い
取
っ
て
い
く
訪
問
購
入
業
者
の
相
談
も

後
を
絶
た
な
い
状
況
で
す
。

　

警
察
で
は
県
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
協
力

を
得
な
が
ら
悪
質
事
犯
を
ど
ん
ど
ん
検
挙
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
悪
質
商
法
の
被
害
者
と
な
ら

な
い
よ
う
に
、
一
人
一
人
が
し
っ
か
り
と
し
た

心
構
え
を
持
ち
、
も
し
業
者
か
ら
勧
誘
を
受
け

た
り
、
契
約
す
る
と
き
は
、
次
の「
悪
質
商
法
撃

退
10
か
条
」を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
何
か
用
？ 
し
っ
か
り
聞
こ
う 

身
分
と
要
件

・
お
か
し
い
と 
思
っ
た
と
き
は 

ド
ア
閉
め
て

・
も
う
か
り
ま
す 

そ
ん
な
言
葉
に 

ご
用
心

・
あ
や
し
い
ぞ 

人
の
フ
ト
コ
ロ
聞
く 

業
者

ふ
る
さ
と
歌
壇

三
月
詠
草

鈴
木
　
政
子

内
藤
　
久
代

佐
々
木
秀
子

福
田
　
幸
代

堂
地
　
雅
子

伊
藤
　
久
美

伊
藤
　
清
子

渡
辺
　
禮
子

竹
田
　
正
子

伊
藤
　
義
信

Å

総
合
優
勝
は
、
全
員
参
加
で
最
後
ま
で

　

的
中
し
つ
づ
け
た
人
が
優
勝
で
す
。

優 

勝

二 

位

三 

位

優 

勝

二 

位

三
城
信
和

伊
藤　

勉

伊
藤
睦
美

優 

勝

二 

位

三 

位

三

城

信

和

伊

藤
　

勉

伊

藤

睦

美

青
山　

進

森
上
祥
高

優 

勝

二 

位

加
藤
育
代

伊
藤
礼
子

優 

勝

伊
藤　

勉

一
部

二
部

女
子

総
合

４月５日 東栄町弓道場
弓友会 月例会成績表

春季大会
成績表

　

新
城
市
火
災
予
防
条
例
の
届
出

先
が
令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
、

一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

変
更
と
な
る
届
出
と
届
出
先

・
露
店
等
の
開
設
届

 

｟
受
付
は
、消
防
署
｠

・
燃
料
電
池
発
電
設
備
、発
電
設
備
、

　

変
電
設
備
、蓄
電
池
設
備
設
置

　

届
出
書　

｟
受
付
は
、予
防
課
｠

　

そ
の
他
の
届
出
先
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

詳
し
く
は
新
城
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

届出先が変更となりました
新城市火災予防条例の

●
問
い
合
わ
せ
先

　

新
城
市
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
４
８
０
２

コ
ロ
ナ
と
う
新
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
に
マ
ス
ク
求
め
て
並
ぶ
人
び
と

老
い
る
こ
と
教
わ
り
し
日
々
を
胸
に
秘
め
明
日
は
最
後
の
入
浴
介
助

軽
ト
ラ
の
荷
台
に
椿
の
花
一
輪
の
せ
て
夫
は
作
業
に
行
き
ぬ

誕
生
日
の
祝
に
吾
子
よ
り
贈
ら
れ
し
サ
イ
ネ
リ
ア
満
開
わ
れ
を
和
ま
す

じ
ゃ
あ
ま
た
ね
ば
あ
ば
は
帰
る
と
手
を
振
れ
ば
泣
き
出
す
孫
に
我
も
涙
す
る

あ
れ
は
た
し
か
二
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
う
ろ
う
ろ
と
食
べ
物
な
い
の
そ
れ
と
も
散
歩

雛
壇
の
桃
白
緑
の
菱
餅
を
掌
よ
り
大
き
く
作
り
く
れ
し
祖
母

表
装
を
為
直
し
掛
け
る
雛
の
軸
桃
の
花
活
け
甘
酒
供
ふ

裸
木
の
間
に
夕
日
煌
め
き
て
鴉
急
ぎ
て
群
れ
な
し
帰
る

人
生
の
百
年
時
代
視
野
に
入
れ
安
心
立
命
常
に
努
め
ん

・
勇
気
出
し 

は
っ
き
り
言
お
う 

い
り
ま
せ
ん

・
し
つ
こ
い
な 

そ
ん
な
相
手
は 

１
１
０
番

・
迷
っ
た
ら 

一
人
で
悩
ま
ず 

ま
ず
相
談

・
サ
イ
ン
し
て 

あ
と
で
し
ま
っ
た 

も
う
遅
い

・
契
約
は 

し
て
も
お
金
は 

後
払
い

・
あ
な
た
で
す
！ 

自
分
の
財
産 

守
る
の
は
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東
栄
町
内

◎
刑
法
犯
総
数

・
窃
盗
犯

｟
自
動
車
関
連
窃
盗
｠

・
振
り
込
め
詐
欺

◎
人
身
事
故
件
数

・
死
者
数

・
負
傷
者
数

◎
物
損
事
故
件
数

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

1
件 

｟
2
｠

0
件 

｟
0
｠

1
件 

｟
4
｠

5
件 

｟
17
｠

1
件 

｟
1
｠

0
件 

｟
0
｠

1
件 

｟
3
｠

21
件 

｟
73
｠

郡 

内

Å

｟　

｠
内
は
1
月
か
ら
の
累
計

犯
罪
事
故
発
生
件
数

令
和
２
年
3
月



施
設
利
用
（
3
月
）

戸
籍
の
窓
口

※住民基本台帳　※単位：人

令和２年３月の利用者数施　　設　　名 3月までの累積利用者数

人
口
と
世
帯

人 口

男

女

世帯数

3,107

1,490

1,628

1,429

−24）

−11）

−13）

−8）

転 入

転 出

死 亡

出 生

17

27

16

2

３月末日現在 前月比

交流促進センター 「 千 代 姫 荘 」

と う え い 温 泉

と う え い 健 康 の 館

グ リ ー ン ハ ウ ス （宿泊者）

体 育 施 設

133

81

6,110

294

245

238

（

（

（

（

（

（

211）

222）

13,754）

 420）

800）

949）

3,959

2,069

158,079

3,907

4,196

15,776

（

（

（

（

（

（

4,430）

2,031）

166,089）

 4,062）

4,941）

15,191）

営業当初からの累計利用者数　3,610,606

納
税
等

納期：6月1日（月）

●軽自動車税　　

●国民健康保険料　　●保育料　　　

●水道使用料

　 （下水・農集排使用料含む）

●住宅使用料　　

●放課後児童クラブ利用料

3月16日～4月15日受付

※

東
栄
町
に
住
所
を
有
し
、
町
外
で
出
生
・
死
亡
の
届
出
を
さ
れ
た
方
も
掲
載
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
早
め
に
住
民
福
祉
課
へ
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
お
悔
や
み

●
お
誕
生

※（　）内は前年度同月による　　※単位 ：人

　毎年、４月はじめの時期になると、大治浄

水場公園の桜が見頃を迎えます。春の陽気に

誘われて、元気いっぱいの小学生のグループ

や砂場で遊ぶ親子連れの方など、多くの方が

訪れていました。

14

大治町友好自治体

氏　名　　　　 年 齢　  　住 所

氏　名　　　　 保護者　  住　所

た　お

ゆうき

だん

伊藤○光二 ９４ 本郷

伊藤みな子 ７３ 下川

鈴木○茂治 ８６ 御殿

原○○○巴 ９２ 振草

堀内今朝三 ７１ 三輪

内藤○典子 ９１ ０園

一野瀨みわ子 ９７　　 振草

伊藤○幸代 ７９ 御殿

佐々木夕緒 一馬 下川

藤田○悠希 忠志 振草

堀岡○○暖 正典 下川

森林体験交流センター

「スターフォーレスト御園」

（

（

（

（



ペットボトル・白トレイ
乾電池回収日

生涯学習
保健事業
ドレミの会

イベント・事業など
たんぽぽの会

ゆめ工房

Tue Wed Thu Fri SatMonSun

ドレミの会
（小林地区）

ドレミの会
（奈根地区）

5 May. 2020

東三河消費生活
東栄相談室

民生委員児童委員
協議会定例会

ベビーマッサージ

親子教室

予防接種

予防接種美魔女づくり教室

シャレおじの会

乳幼児健診ノーメディアデー

表紙の写真

　東栄中学校の入学式・始業

式が４月７日（火）に行われま

した。新入生２２名を迎えて

新年度をスタートしました。

※カレンダーのイベント等は、新型コロナウイルス感染症の予防等により、

中止になる場合があります。中止の際は対象者への個別連絡ととうえい

チャンネルへの掲載で対応しますので、ご了承ください。

憲法記念日 みどりの日 こどもの日 振替休日

たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

巡回職業相談

ペットボトル等
回収日

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房
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編集 ： 東栄町役場振興課

広報とうえい

　地域おこし協力隊任期も残り１ヶ

月となりました。今年度より活動拠

点が役場からとうえい温泉横のふれ

あい交流館内になりました。皆さん

が立ち寄りやすい場所になりました

ので、不動産相談や移住相談など、

お気軽にお越しください(^O^)東栄

町のHPに最新の空き家情報を公開

中！そちらもぜひご覧ください！　

　　　　　　　　　　　　（西條）

燈栄隊のあかり

このコーナーでは東栄町に住む人を紹介していきます。来月は、今月登場した人に紹介していただきます。

今泉有加さん

東栄町在住歴５年

（本郷）

その 134
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